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吉
田
松
陰
は
、
留
魂
録
の

最
後
の
章
に
、
十
名
の
友
人

塾
生
の
名
を
挙
げ
、
僕
の
刑

死
後
に
君
た
ち
が
活
動
し
や

す
い
よ
う
に
、
同
獄
の
他
藩

の
藩
士
や
、公
家
の
家
士
に
、

君
達
の
事
を
話
し
て
お
い
た
、

こ
の
事
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
と
書
き
残
し
た
。
そ
の
塾

生
に
は
松
陰
の
手
足
と
な
っ

て
働
き
、
岩
倉
獄
に
繋
が
れ

た
入
江
杉
蔵（
九
一
）・
野
村

和
作
（
靖
）
兄
弟
、
久
坂
玄

瑞
、
高
杉
晋
作
と
共
に
、
伊

藤
利
輔
（
博
文
）
の
名
が
あ

る
▼
彼
は
、
一
部
の
書
物
で

は
、
師
松
陰
の
評
価
が
低
い

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
誤
り
で
あ
る
。
彼
は
極
め

て
優
秀
で
、性
格
も
明
る
く
、

判
断
力
、決
断
力
も
あ
っ
た
。

利
輔
は
周
防
の
農
民
の
子
で

あ
り
、
家
が
破
産
し
、
父
親

が
萩
に
出
て
、
中
間
伊
藤
家

に
雇
わ
れ
た
。勤
勉
で
、伊
藤

家
が
子
無
し
の
た
め
、
請
わ

れ
て
養
子
と
な
り
、
利
輔
は

伊
藤
利
輔
と
な
っ
た
。
近
く

の
松
下
村
塾
に
入
っ
た
が
、

出
自
が
農
民
の
子
は
、
利
輔

以
外
に
は
な
い
▼
師
松
陰
の

死
後
、
伊
藤
は
、
さ
ら
に
出

世
し
一
代
藩
士
（
士
雇
）
と

な
る
。
そ
し
て
攘
夷
一
辺
倒

の
長
州
藩
が
将
来
を
考
え
、

英
国
に
秘
密
留
学
生
を
派
遣

す
る
と
、
井
上
聞
多
（
馨
）

と
共
に
、
そ
れ
に
も
ぐ
り
込

ん
だ
。（
長
州
フ
ァ
イ
ブ
）。

こ
の
英
国
留
学
が
、
伊
藤
の

大
変
貎
、
大
成
長
を
も
た
ら

し
、
そ
の
後
の
伊
藤
の
人
生

を
大
き
く
変
え
る
。
そ
れ

は
、
又
、
別
の
機
会
に
。

（
Ｋ
・
Ｙ
）

　
厚
生
労
働
省
か
ら
２
０

４
０
年
を
見
据
え
た
地
域

医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
公
表
さ
れ
、
各
都

道
府
県
は
２
０
２
８
年
度

ま
で
に
新
た
な
地
域
医
療

構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
２
０
４
０
年
の

医
療
・
介
護
需
要
を
推
計

し
、
そ
れ
を
基
に
各
医
療

機
関
の
役
割
を
整
理
し
て

い
く
と
い
う
壮
大
な
取
り

組
み
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
人
口
減
少

や
超
高
齢
社
会
の
進
展
を

考
え
れ
ば
、
中
長
期
的
な

視
点
か
ら
地
域
医
療
の
将

来
像
を
描
く
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
る
。
し
か
し
一
方

で
、
10
年
以
上
先
の
推
計

値
を
基
に
個
々
の
医
療
機

関
の
役
割
を
定
め
る
こ
と

に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
違
和

感
を
覚
え
る
。

　
人
口
推
計
、
と
り
わ
け

高
齢
者
人
口
に
つ
い
て
は

比
較
的
精
度
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
医
療
需

要
を
正
確
に
示
す
わ
け
で

は
な
い
。
医
療
技
術
の
進

歩
、
診
療
報
酬
改
定
、
在

院
日
数
の
短
縮
、
在
宅
医

療
の
進
展
、
医
師
・
看
護

師
不
足
、
さ
ら
に
は
感
染

症
の
流
行
な
ど
、
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
こ
の
10

年
を
振
り
返
る
だ
け
で
も

劇
的
に
変
化
し
て
き
た
。

２
０
１
５
年
に
策
定
さ
れ

た
２
０
２
５
年
地
域
医
療

構
想
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
誰

も
予
測
で
き
な
か
っ
た
事

態
に
直
面
し
、
病
床
の
考

え
方
や
医
療
提
供
体
制
は

大
き
く
修
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

　
２
０
４
０
年
ま
で
の
15

年
間
に
も
同
様
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
変
化
が
起

こ
る
可
能
性
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

２
０
４
０
年
の
必
要
病
床

数
や
患
者
数
を
「
正
解
」

と
し
て
受
け
止
め
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、

数
値
そ
の
も
の
で
は
な
く

方
向
性
で
あ
る
。
高
齢
者

救
急
へ
の
対
応
、
慢
性
疾

患
管
理
、
在
宅
医
療
と
の

連
携
、
医
療
・
介
護
の
一

体
的
提
供
な
ど
、
地
域
が

目
指
す
べ
き
姿
を
共
有
す

る
こ
と
こ
そ
が
地
域
医
療

構
想
の
本
来
の
意
義
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
将
来
推

計
は
、
そ
の
議
論
を
進
め

る
た
め
の
一
つ
の
材
料
に

過
ぎ
な
い
。

　
病
院
経
営
者
は
、
２
０

４
０
年
と
い
う
遠
い
将
来

だ
け
を
見
据
え
て
設
備
投

資
や
病
床
機
能
を
固
定
化

す
る
の
で
は
な
く
、
５
年

か
ら
10
年
程
度
の
中
期
的

視
点
と
、
診
療
報
酬
改
定

や
地
域
の
医
療
需
要
の
変

化
に
応
じ
て
柔
軟
に
軌
道

修
正
で
き
る
経
営
戦
略
を

持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
地
域
医
療
構
想
は
、
未

来
を
正
確
に
予
測
す
る
計

画
で
は
な
く
、
不
確
実
な

未
来
に
備
え
る
た
め
の
羅

針
盤
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
行
政
も
医
療
機
関
も
共

有
し
、
数
値
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
対
話
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
医
療
に
最
も
必
要
な

姿
勢
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
厚
生
連 

伊
勢
原
協
同
病
院
・
院
長
）

２
０
４
０
年
地
域
医
療
構
想
に
思
う

連
盟
　
常
務
理
事
　

鎌

田

修

博

　
政
府
は
７
月
21
日
に
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
６
」
を
閣
議
で
了
承
し
た
。
社
会
保
障
改
革

で
は
「
２
０
２
７
年
度
の
社
会
保
障
負
担
率
が
２
０
２
５
年
度
と
比
較
し
て
上
昇
し
な
い
よ
う
取
り
組
む
」「
社
会
保

障
制
度
が
果
た
す
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
社
会
保
障
負
担
率
の
目
標
の
検
討
を
進
め
、
こ
れ
と
あ
わ

せ
て
２
０
２
６
年
度
中
に
改
革
項
目
の
具
体
化
と
工
程
の
明
確
化
を
図
り
順
次
実
施
す
る
」
な
ど
を
明
記
し
て
い

る
。
以
下
に
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
６
」
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

令
和
９
年
度
の
社
会
保
障
負
担
率
が

令
和
７
年
度

と
比
較
し
て

上
昇
し
な
い
よ
う
取
組
む
と
明
記

2
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く
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骨太の方針2026を決定骨太の方針2026を決定
第
３
章

責
任
あ
る
積
極
財

政
に
基
づ
く
「
中
長
期
経
済

と
「
財
政
の
持
続
可
能
性
」

の
実
現
（
略
）

財
政
計
画
」

　
１
．「
強
い
経
済
」の
構
築

　
２
．
全
世
代
型
社
会
保
障

の
構
築

（
１
）
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
推
進

【
税
制
改
革
】

　
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す

る
た
め
、
財
政
の
持
続
可
能

性
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
の

下
、
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
等
の
経
済
社
会
の
構

造
変
化
に
対
応
し
た
あ
る
べ

き
税
制
の
具
体
化
に
向
け
、

包
括
的
な
検
討
を
進
め
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
税
制
の
構
築
及
び
納
税

環
境
の
整
備
と
適
正
・
公
平

な
課
税
を
実
現
す
る
観
点
か

ら
、
制
度
及
び
執
行
体
制
の

両
面
か
ら
の
取
組
を
強
化
す

る
ほ
か
、
新
た
な
国
際
課
税

ル
ー
ル
へ
の
対
応
を
進
め

る
。

【「
給
付
付
き
税
額
控
除
」と

そ
の
つ
な
ぎ
】

　
「
給
付
付
き
税
額
控
除
」

と
そ
の
つ
な
ぎ
（
飲
食
料
品

の
消
費
税
率
等
）
に
つ
い
て

は
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る

社
会
保
障
国
民
会
議
の
中
間

と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
本

年
８
月
上
旬
ま
で
を
目
途

に
、
そ
の
方
針
を
決
定
す
る
。

（
２
）
成
長
型
経
済
に
合
わ

せ
た
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度

　
「
強
い
経
済
」
で
は
、
経

済
成
長
に
よ
っ
て
、
物
価
と

国
民
に
分
か
り
や
す
く
情
報

提
供
す
る
。

　
連
立
政
権
合
意
書
（
令
和

７
年
10
月
20
日
）
に
盛
り
込

ま
れ
た
13
の
社
会
保
障
改
革

項
目
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
た

具
体
的
な
骨
子
に
基
づ
き
、

２
０
２
６
年
度
中
に
具
体
的

な
制
度
設
計
を
行
い
、
順
次

実
行
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
経
済
・
物

価
動
向
等
に
適
切
に
対
応

し
、
安
心
し
て
医
療
・
介
護

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

と
あ
わ
せ
て
、
医
療
・
介
護

を
中
心
と
し
た
社
会
保
障
制

度
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る

こ
と
に
よ
り
、
現
役
世
代
の

保
険
料
率
の
上
昇
を
止
め
、

引
き
下
げ
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
。

　
こ
の
た
め
、
骨
太
方
針
２

０
２
５
と
同
様
、
経
済
・
物

賃
金
が
上
昇
し
て
い
く
。

　
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度

も
、
成
長
型
経
済
に
合
わ
せ

て
、
持
続
可
能
な
設
計
に
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
を

堅
持
し
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず

能
力
に
応
じ
て
公
平
に
負
担

し
合
い
、
必
要
な
方
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供

さ
れ
る
全
世
代
型
社
会
保
障

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
民
の
命
と
健
康
、
生

活
を
守
り
、
安
心
し
て
働

き
、
活
躍
し
、
挑
戦
で
き
る

基
盤
を
整
備
す
る
。

　
働
き
方
の
多
様
化
や
女
性

・
高
齢
者
の
就
労
増
加
に
対

応
し
、
働
く
こ
と
が
報
わ
れ

る
社
会
保
障
制
度
を
目
指

す
。

　
給
付
と
負
担
の
全
体
像
を

含
む
全
世
代
型
社
会
保
障
の

将
来
的
な
姿
を
若
者
も
含
め

価
動
向
等
を
踏
ま
え
、
的
確

な
対
応
を
行
い
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
の
歳
出
改
革
努
力
を
継

続
し
、
２
０
２
７
年
度
の
社

会
保
障
負
担
率
が
２
０
２
５

年
度
と
比
較
し
て
上
昇
し
な

い
よ
う
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
制
度
が

果
た
す
機
能
を
損
な
わ
な
い

よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
社
会
保

障
負
担
率
の
目
標
の
検
討
を

進
め
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、

社
会
保
障
改
革
に
つ
い
て
２

０
２
６
年
度
中
に
改
革
項
目

の
具
体
化
と
工
程
の
明
確
化

を
図
り
、
順
次
実
施
す
る
。

（
※
）
特
に
、
高
齢
化
や
高

度
化
等
へ
の
対
応
が
必
要
な

医
療
給
付
費
に
つ
い
て
は
、

経
済
が
成
長
し
賃
上
げ
が
継

続
す
る
「
強
い
経
済
」
の
構

築
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る

国民の安全・安心の確保
 防災・減災・国土強靱化の推進、東日本大震災・能登半島地震への対応
 治安・安全の確保（犯罪対策、安全・安心な暮らしの確保、環境リスクへの対応・気候変動適応策）
 外国人政策の推進

経済財政運営と改革の基本方針2026 「責任ある積極財政」元年～日本の挑戦を起動する！～

 我が国の潜在成長率は、長年にわたる「未来への投資不足」により、主要先進国と比べて低迷。
 主要先進国では、官民が連携して大規模かつ長期的な財政支出を伴う産業政策が大きな潮流。
経済財政運営の在り方そのものに関するコペルニクス的転回であり、我が国も、こうした時代の変化を踏まえた国家運営が求められている。

Ⅰ．経済の現状認識・課題
※内閣府作成 令和８年７月 2 1日

閣 議 決 定

 投資不足の流れを断ち切るとともに、世界的な産業政策の大競争時代に対応していくため、「責任ある積極財政」の考え方の下、
「危機管理投資」や「成長投資」を大胆かつ戦略的に進め、中長期的な成長力強化につなげていく。

 民間投資を引き出すために政府予算の予見可能性を確保する観点から、予算の作り方を根本から改める。
「強い経済」の構築と「財政の持続可能性」をバランスよく同時に実現。令和９年度（2027年度）を「責任ある積極財政元年」と位置付ける。

Ⅱ．経済財政運営の基本方針

「強い経済」の実現に向けた戦略的投資・分野横断的な取組
①日本成長戦略の推進
 17の戦略分野における62の主要な製品・

技術等の官民投資ロードマップに盛り込
んだ施策パッケージの着実な実行

2040年度まで累計で370兆円超の官民投資を想定
 ８つの分野横断的課題へ対応するための

具体策、政策パッケージの着実な実行

②成長基盤の強化
 新技術立国、スタートアップ
 AX/DXの推進、フロンティアの開拓（宇宙・海洋・G空間）
 規制・制度改革の徹底
 企業の経営力向上、成長を支える資金の供給・確保
 資源・エネルギー安全保障・GXの強化

③強い地域経済の構築
 地域未来戦略の推進
 賃上げ環境整備
 持続可能で活力ある国土の形成、

交通空白の解消、観光立国
 農林水産業の構造転換による

成長産業化、食料安全保障の強化

④人材力の強化・人材総活躍
 人材の育成・能力発揮
（教育の質向上、リ・スキリング、
アドバンスト・エッセンシャルワーカー育成等）

 人材総活躍・誰一人取り残されない社会の実現
（若者・女性の活躍、孤独・孤立対策等）

（市場の信認確保と分析・検証の強化）
 国内外の市場関係者に透明性高く、一貫した説明を行う。経済・物価・金利動向や

政策効果をめぐる不確実性に備え、幅広い可能性を踏まえた分析

（経済の成長力強化と名目の経済規模の拡大にふさわしい予算編成への転換）
 デフレ・低成長時代の一律抑制型の予算編成から、物価・賃金上昇を的確に反映し、経済の
成長力強化と名目の経済規模の拡大にふさわしい予算編成へ転換。令和８年度当初予算から
実現した経済・物価動向等の的確な反映を更に進めるなど、必要な財政需要に確実に対応

 社会保障関係費については「現役世代の保険料率の上昇を止め、引き下げていく」との
    方針の下、給付と負担の改革を継続

（『「強く豊かな日本」投資枠』の創設）
 予見可能性を持って実施できるよう、通常歳出とは別に、

 『「強く豊かな日本」投資枠』を創設
 規模については、財政の持続可能性を実現しながら必要十分な規模を確保
 経済安全保障上、特に重要な分野などについては、特別会計において別枠管理
（補正予算依存からの脱却、基金や複数年度にわたる予算措置の見直し）
 補正予算は緊要性の高いものに限定し、恒常的な施策については当初予算で措置
 基金ルールの抜本的な見直しを具体化
 基金、国庫債務負担行為による複数年度契約、財政投融資、出資等の手法について、

ガバナンスを強化しつつ、投資の性質に応じて適切な手段を活用

民間投資の拡大による供給力の強化を、経済規模の拡大、税収基盤の強化につなげ、強い経済と財政の持続可能性を一体的に実現

2040年度までを計画期間とし、目指す経済・財政の姿を実現。
ミクロ・マクロでの実績把握、検証等も踏まえつつ、経済財政諮問会議の下、包括的な検証を実施。必要に応じて計画を見直す。

責任ある積極財政に基づく「中長期経済財政計画」

※中長期的に持続的な経済社会の実現に向け、
全世代型社会保障の構築等、国民生活の基盤となる重要政策を推進

【目指す経済・財政の姿】
◆GDP：2040年度 1,100兆円に近づく
◆債務残高対GDP比：安定的に低下

◆成長率：できるだけ早期に、実質で1％超、
名目で3％超を定着させ、更に引き上げていく

（財政運営目標の設定）
 強い経済の実現と財政の持続可能性を両立する観点から、

国・地方の総債務残高対GDP比の安定的低下を中核に位置付け
 PBについては債務残高対GDP比の低下に向けて確認する指標とし、

その安定的低下と整合するよう複数年で管理
 債務残高対GDP比を安定的に引き下げていく中でも可能となる財政規模を精査し、

市場の信認確保に配意しつつ、通年の国債発行額などを具体化

強い外交・安全保障の確立
 外交力・安全保障・情報力の強化
 経済安全保障の強化
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〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

1
面
か
ら
つ
づ
く

中
で
、
診
療
報
酬
に
経
済
・

物
価
動
向
等
を
基
本
的
に
反

映
し
つ
つ
も
、
医
療
給
付
費

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
や
雇
用
者
報

酬
の
伸
び
と
の
関
係
な
ど
を

参
照
し
つ
つ
、
医
療
費
適
正

化
計
画
の
次
期
改
定
に
向
け

て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

こ
と
を
含
め
、
改
革
を
継
続

す
る
。

（
※
）
具
体
的
に
は
、
社
会

保
障
関
係
費
に
つ
い
て
は
、

給
付
と
負
担
の
改
革
努
力
を

継
続
し
つ
つ
、
高
齢
化
に
よ

る
増
加
分
に
相
当
す
る
伸
び

に
経
済
・
物
価
動
向
等
を
踏

ま
え
た
対
応
に
相
当
す
る
増

加
分
を
加
算
す
る
。

【
医
療
・
介
護
等
】

　
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉

等
の
分
野
の
技
術
の
発
展
と

普
及
を
支
援
し
、
Ｄ
Ｘ
／
Ａ

Ｘ
、
多
職
種
連
携
を
含
む
チ

ー
ム
医
療
等
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
と
職
員
配
置
の
柔
軟

化
に
向
け
た
一
層
の
取
組
を

図
る
と
と
も
に
、
経
営
情
報

の
見
え
る
化
を
進
め
、
経
営

実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
物

価
と
賃
金
の
変
動
に
適
切
に

対
応
し
、
経
営
の
安
定
、
処

遇
改
善
を
図
り
つ
つ
、
社
会

保
障
制
度
改
革
を
着
実
に
実

行
す
る
。

　
そ
の
際
、
経
済
・
物
価
の

動
向
が
２
０
２
６
年
度
診
療

報
酬
改
定
時
の
見
通
し
か
ら

大
き
く
変
動
し
、
医
療
機
関

等
の
経
営
状
況
に
支
障
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
令
和
９
年

度
予
算
編
成
過
程
で
診
療
報

酬
上
の
加
減
算
を
含
む
更
な

る
必
要
な
調
整
を
行
う
。

　
次
期
介
護
報
酬
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
で

は
、
経
営
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
想
を
踏
ま
え
た
取
組
、
訪

問
看
護
の
適
切
な
実
施
、
中

山
間
・
人
口
減
少
地
域
で
の

柔
軟
な
介
護
・
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
発

揮
や
医
師
の
地
域
・
診
療
科

偏
在
の
更
な
る
是
正
策
、
大

学
病
院
等
か
ら
の
医
師
派
遣

の
推
進
を
含
め
た
総
合
的
な

医
師
偏
在
対
策
、
地
域
の
実

情
を
考
慮
し
た
２
０
２
８
年

度
以
降
の
医
学
部
定
員
の
削

減
に
取
り
組
む
。

　
歯
科
専
門
職
の
偏
在
対
策

等
の
歯
科
医
療
提
供
体
制
の

構
築
を
図
る
。

　
医
療
人
材
の
実
効
的
な
養

成
・
確
保
の
方
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
看
護

職
員
の
質
の
向
上
や
潜
在
人

材
の
活
用
を
含
む
偏
在
対
策

等
を
推
進
す
る
。

し
て
改
定
を
行
う
。

【
創
薬
・
先
端
医
療
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
】

　
創
薬
・
先
端
医
療
へ
の
官

民
投
資
を
拡
大
し
、
健
康
医

療
安
全
保
障
を
実
現
す
る
。

　
「
健
康
・
医
療
戦
略
」
等

を
踏
ま
え
、
革
新
的
な
医
薬

品
・
医
療
機
器
等
の
創
出
、

例
え
ば
、
米
国
の
医
薬
品
に

係
る
最
恵
国
待
遇（
Ｍ
Ｆ
Ｎ
）

価
格
政
策
な
ど
、
足
元
、
諸

外
国
の
医
薬
品
を
め
ぐ
る
政

策
の
動
き
が
あ
る
中
で
も
必

要
な
医
薬
品
等
が
確
実
に
上

市
さ
れ
る
環
境
整
備
、
特
定

重
要
物
資
を
含
む
供
給
確
保

の
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
等

の
国
産
化
等
に
よ
る
安
定
供

給
、
先
端
技
術
の
実
用
化
を

目
指
す
。

　
バ
イ
オ
後
続
品
の
国
内
生

産
体
制
の
整
備
等
を
着
実
に

整
備
・
活
用
を
含
め
、
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

お
け
る
各
般
の
取
組
を
参
考

に
し
つ
つ
、
介
護
・
障
害
福

祉
分
野
の
賃
上
げ
の
状
況
や

介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
事
業
者
の
経
営
状
況
等
を

把
握
し
た
上
で
、
補
装
具
費

支
給
基
準
額
も
含
め
、
物
価

の
変
動
に
適
切
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
他
職
種
と
遜
色

の
な
い
処
遇
改
善
の
実
現
を

図
る
。

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

費
用
の
急
伸
へ
の
対
応
を
含

め
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・

向
上
と
制
度
の
持
続
可
能
性

の
確
保
の
た
め
の
報
酬
や
制

度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　
あ
わ
せ
て
、
医
療
・
介
護

・
保
育
・
福
祉
等
分
野
の
必

要
な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
確
保
を
含
め
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
全
国
的
維

持
を
図
る
た
め
の
制
度
改
革

に
速
や
か
に
着
手
す
る
。

　
２
０
４
０
年
に
向
け
て
、

病
床
数
の
適
正
化
を
着
実
に

実
施
し
た
上
で
、
２
０
２
７

年
度
以
降
の
地
域
医
療
構
想

を
踏
ま
え
た
医
療
機
関
の
連

携
・
再
編
・
集
約
化
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
を
図

り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

質
の
高
い
効
率
的
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

構
築
す
る
。

　
妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負

担
軽
減
と
安
心
・
安
全
な
小

児
・
周
産
期
医
療
提
供
体
制

の
両
立
、
救
急
医
療
体
制
の

確
保
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安

全
で
持
続
可
能
な
運
航
の
確

保
、
看
取
り
な
ど
人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
患
者
中
心

の
適
切
な
医
療
・
ケ
ア
、
精

神
医
療
に
関
す
る
地
域
医
療

魅
力
を
高
め
る
観
点
か
ら
、

医
薬
品
の
画
期
性
に
対
す
る

初
収
載
時
に
お
け
る
適
切
な

評
価
や
特
許
期
間
中
の
薬
価

の
在
り
方
を
含
め
、
革
新
的

新
薬
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

更
な
る
評
価
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

【
攻
め
の
予
防
医
療
と
疾
病

対
策
】

　

国

民

のW
ell-being

の
向
上
と
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
り
、
誰
も
が
社
会
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
日

本
を
実
現
す
る
。

　
「
攻
め
の
予
防
医
療
」
を

推
進
し
、
健
康
増
進
、
肥
満

症
を
含
む
疾
病
予
防
、
早
期

発
見
、
早
期
介
入
及
び
行
動

変
容
に
関
係
機
関
が
連
携
し

て
取
り
組
む
。

　
栄
養
・
食
生
活
を
含
む
健

康
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
、
地

域
住
民
の
健
康
増
進
に
資
す

る
薬
局
機
能
及
び
薬
剤
師
の

果
た
す
役
割
の
強
化
、
学
齢

期
の
健
康
診
断
の
在
り
方
の

見
直
し
、
予
防
接
種
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
や
性
感
染
症
の
予
防
、
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
等
の
感

染
症
対
策
、
が
ん
検
診
や
精

密
検
査
の
受
診
率
向
上
、
循

環
器
病
・
糖
尿
病
を
含
む
生

活
習
慣
病
等
の
予
防
、
い
わ

ゆ
る
国
民
皆
歯
科
健
診
の
具

体
化
（
歯
周
病
検
診
の
対
象

拡
大
や
就
労
世
代
の
歯
科
健

診
の
更
な
る
充
実
）、
口
腔

と
全
身
の
健
康
の
関
係
に
基

づ
く
歯
科
疾
患
対
策
・
口
腔

健
康
管
理
、
認
知
症
の
早
期

診
断
・
早
期
対
応
、
予
防
・

医
療
・
介
護
を
通
じ
た
切
れ

目
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
利
活
用
と

情
報
連
携
を
推
進
す
る
。

　
更
年
期
世
代
の
女
性
へ
の

医
療
の
推
進
や
女
性
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
、「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
推
進
５
か
年
計
画
」

の
工
程
表
の
策
定
と
実
行
、

企
業
と
保
険
者
の
コ
ラ
ボ
ヘ

ル
ス
、
睡
眠
対
策
を
含
む
健

康
経
営
の
推
進
等
、
予
防
・

健
康
づ
く
り
を
支
え
る
ヘ
ル

ス
ケ
ア
産
業
の
育
成
等
を
図

る
。

　
が
ん
、
脳
卒
中
・
心
臓
病

そ
の
他
の
循
環
器
病
、
慢
性

腎
臓
病
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
、
慢
性
疼
痛
、
難
病
、
ア

レ
ル
ギ
ー
、
依
存
症
、
難

聴
、
睡
眠
障
害
等
の
疾
病
対

策
や
移
植
医
療
対
策
を
推
進

す
る
。

【
国
際
保
健
の
推
進
】（
略
）

　
３
．
主
要
分
野
ご
と
の
重

要
課
題
と
取
組
方
針
（
略
）

　
４
．
計
画
推
進
の
た
め
の

取
組
の
強
化
（
略
）

第
４
章
（
抜
粋
）

　
当
面
の
経
済
財
政
運
営
と

令
和
９
年
度
予
算
編
成
に
向

け
た
考
え
方

　
２
．
新
た
な
予
算
編
成
の

在
り
方
と
令
和
９
年
度
の
基

本
方
針

（
中
略
）

　
な
お
、
社
会
保
障
関
係
費

に
つ
い
て
は
、
現
役
世
代
の

保
険
料
率
の
上
昇
を
止
め
、

引
き
下
げ
て
い
く
と
の
方
針

の
下
、
現
場
の
人
材
確
保
、

経
営
の
安
定
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、

医
療
、
介
護
、
保
育
、
福
祉

等
の
公
定
価
格
等
に
お
け
る

適
切
な
対
応
を
図
り
つ
つ
、

国
費
だ
け
で
は
な
く
、
給
付

費
全
体
、
公
費
・
保
険
料
負

担
、
現
役
世
代
の
可
処
分
所

得
な
ど
を
踏
ま
え
、
給
付
と

負
担
の
改
革
を
継
続
す
る
。

（
以
下
略
）

い
て
、
バ
イ
オ
後
続
品
の
普

及
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備

の
状
況
を
踏
ま
え
、
保
険
給

付
の
在
り
方
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。

　
長
期
処
方
や
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
の
活
用
、
地
域
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
リ
の
全
国
展
開
、
休

薬
・
減
薬
な
ど
の
効
果
的
・

効
率
的
な
治
療
の
促
進
等
に

よ
り
、
給
付
の
効
率
化
や
適

正
化
を
図
り
つ
つ
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
推
進
の
観
点
か
ら
の
更
な

る
医
薬
品
・
検
査
薬
の
ス
イ

ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
向
け
た
実

効
的
な
方
策
を
検
討
し
、
必

要
な
措
置
を
行
う
。

　
医
療
情
報
化
推
進
方
針
を

策
定
し
、
医
療
機
関
の
情
報

シ
ス
テ
ム
の
刷
新
、
特
定
機

能
病
院
等
の
緊
急
的
な
対
応

を
含
め
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
進
め
、
電
子

カ
ル
テ
・
電
子
処
方
箋
の
普

及
と
情
報
連
携
、
医
薬
品
等

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、

公
費
負
担
医
療
や
予
防
接
種

・
母
子
保
健
の
デ
ジ
タ
ル
化

等
、
医
療
・
介
護
に
関
す
る

情
報
の
連
携
と
二
次
利
用
を

含
む
利
活
用
の
基
盤
を
構
築

し
、
切
れ
目
な
く
最
適
な
サ

ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す

る
。

　
長
期
的
に
賃
金
上
昇
率
を

上
回
る
こ
と
を
目
標
に
年
金

積
立
金
を
運
用
し
、
将
来
の

年
金
給
付
水
準
を
確
保
す
る
。

　
生
活
保
護
に
お
け
る
医
療

扶
助
の
適
正
化
や
就
労
支
援

の
推
進
を
図
る
。

　
次
期
生
活
扶
助
基
準
の
見

直
し
で
は
、
定
期
検
証
の
結

果
に
基
づ
く
一
般
低
所
得
世

帯
の
消
費
実
態
や
社
会
経
済

情
勢
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

　
介
護
・
福
祉
分
野
の
人
材

の
養
成
・
確
保
・
定
着
に
取

り
組
み
、
業
務
効
率
化
や
、

安
全
対
策
を
始
め
勤
務
環
境

改
善
、
経
営
の
協
働
化
・
大

規
模
化
を
支
援
す
る
。

　
医
療
分
野
に
お
い
て
は
、

新
た
な
地
域
医
療
構
想
の

下
、
将
来
需
要
を
踏
ま
え
、

老
朽
化
・
災
害
対
策
を
含
む

地
域
に
不
可
欠
な
施
設
・
設

備
の
計
画
的
な
整
備
へ
の
必

要
な
支
援
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。

　
介
護
・
福
祉
分
野
に
お
い

て
も
、
老
朽
化
・
災
害
対
策

を
含
む
施
設
・
設
備
の
計
画

的
な
整
備
を
支
援
す
る
。

　
医
療
保
険
制
度
で
は
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
割
合
に
つ
い
て
、

低
所
得
者
等
の
必
要
な
受
診

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適
切
に

進
め
る
。

　
産
業
構
造
改
革
の
推
進
に

よ
る
後
発
医
薬
品
等
の
安
定

供
給
を
図
る
。

　
創
薬
・
先
端
医
療
を
成
長

経
済
の
牽
引
役
と
し
て
、
研

究
開
発
力
や
製
造
・
供
給
の

強
化
、
流
通
体
制
の
強
靱

化
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
、
人
材
育
成
、
先
進
医
療

の
対
象
拡
大
、
国
際
展
開
を

総
合
的
に
推
進
す
る
。

　
全
ゲ
ノ
ム
解
析
や
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
等
を
活
用
し
た
再
生
・

細
胞
医
療
・
遺
伝
子
治
療
、

免
疫
治
療
、
小
児
・
希
少
疾

病
用
医
薬
品
や
Ｒ
Ｉ
、
薬
剤

耐
性
菌
を
含
む
感
染
症
対
応

の
医
薬
品
等
の
研
究
開
発
・

生
産
等
と
と
も
に
、
創
薬
・

医
療
機
器
開
発
・
診
断
へ
の

Ａ
Ｉ
利
活
用
を
推
進
す
る
。

　
国
際
水
準
の
治
験
・
臨
床

配
慮
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
原
則
３
割
と
な
っ
て
い

る
現
役
世
代
と
の
間
で
年
齢

に
よ
ら
な
い
真
に
公
平
な
応

能
負
担
を
実
現
す
る
観
点
か

ら
見
直
し
を
行
う
。

　
そ
の
た
め
の
改
革
工
程
表

を
２
０
２
６
年
末
ま
で
に
策

定
す
る
。

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
２

割
負
担
の
判
断
基
準
の
見
直

し
に
つ
い
て
２
０
２
６
年
度

中
に
結
論
を
得
る
。

　
さ
ら
に
、
医
療
・
介
護
保

険
に
お
け
る
金
融
所
得
・
資

産
の
扱
い
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
給
付
の
見
直
し
の
施

行
と
そ
の
状
況
等
を
踏
ま
え

た
２
０
２
７
年
度
以
降
の
対

象
範
囲
の
拡
大
に
向
け
た
検

討
な
ど
、「
改
革
工
程
」
等
に

基
づ
く
取
組
を
進
め
る
。

　
先
行
バ
イ
オ
医
薬
品
に
つ

試
験
体
制
を
整
備
し
、
国
際

共
同
治
験
の
倍
増
を
目
指
す
。

　
血
し
ょ
う
分
画
製
剤
の
国

内
自
給
と
小
中
学
生
を
含
め

た
献
血
へ
の
理
解
促
進
に
取

り
組
む
。

　
経
済
・
物
価
動
向
等
の
影

響
を
受
け
る
市
場
実
勢
価
格

を
薬
価
調
査
等
に
よ
り
的
確

に
把
握
し
た
上
で
、
創
薬
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
医
薬
品
の

安
定
供
給
と
国
民
負
担
の
軽

減
の
観
点
か
ら
、
２
０
２
７

年
度
薬
価
改
定
を
実
施
す

る
。

　
そ
の
際
、
費
用
対
効
果
評

価
制
度
に
つ
い
て
、
客
観
的

な
検
証
を
進
め
、
こ
れ
も
踏

ま
え
、
制
度
の
発
展
に
向
け

た
更
な
る
見
直
し
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
し
、
一
定
の

結
論
を
出
す
。

　
我
が
国
の
医
薬
品
市
場
の

全世代型社会保障の構築①（成長型経済に合わせた持続可能な社会保障制度）

 国民皆保険・皆年金を堅持し、年齢にかかわらず能力に応じて公平に負担し合い、必要な方に
必要なサービスが適切に提供される全世代型社会保障を構築する。

 連立政権合意書（令和７年10月20日）に盛り込まれた13の社会保障改革項目について
合意された具体的な骨子*に基づき、2026年度中に具体的な制度設計を行い、順次実行する。

 経済・物価動向等に適切に対応し、安心して医療・介護・福祉サービスを受けられる体制を整備することと
あわせて、医療・介護を中心とした社会保障制度改革を着実に実行することにより、
現役世代の保険料率の上昇を止め、引き下げていくことを目指す。

 社会保障制度が果たす機能を損なわないよう配慮しつつ、社会保障負担率の目標の検討を進め、
これとあわせて、社会保障改革について2026年度中に改革項目の具体化と工程の明確化を図り、
順次実施する。

主な取組
医療・介護・福祉サービスの体制整備

内閣官房

厚生労働省

財務省

社会保障制度改革の着実な実行

*「社会保障改革項目に関する具体的な骨子」（令和８年７月７日 自由民主党・日本維新の会 社会保障制度改革協議体）

 DX/AX、多職種連携を含むチーム医療等による
生産性の向上。

 物価と賃金の変動への適切な対応、
介護・福祉分野における他職種と遜色のない
処遇改善の実現。

 病床数の適正化、医療機関の連携・再編・集約化。
 地域包括ケアシステムの深化。
 医療・介護・福祉分野の人材の養成・確保・定着。
 施設・設備の計画的な整備への支援。

 医療保険における高齢者の窓口負担の見直し。
介護保険における２割負担の判断基準の見直し。

 医療・介護保険における金融所得・資産の扱い、
OTC類似薬の保険給付の見直しの施行と
対象範囲拡大に向けた検討など。

 先行バイオ医薬品の保険給付の在り方の
見直しの検討、長期処方やリフィル処方箋の活用
など。

全世代型社会保障の構築②（攻めの予防医療）

 国民のWell-beingの向上と健康寿命の延伸を図り、誰もが社会の担い手として
活躍できる日本を実現するため、「攻めの予防医療」を推進し、健康増進、肥満症を
含む疾病予防、早期発見、早期介入及び行動変容に関係機関が連携して取り組む。

取組

内閣府
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各死因別の人口当たり死亡率の推移 更年期症状を自覚し始めてから医療機関受診までの期間（女性）認知症および軽度認知障害（MCI）の高齢者数の将来推計（人口10万対）

がん

脳血管疾患
心疾患

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50～

59歳

40～

49歳

すぐ受診した（１か月未満） １か月程度してから
３か月程度してから ６か月程度してから
９か月～１年程度してから ２年以上してから
受診していない

（万人）

老衰

471.6
584.2 645.1

564.3 612.8 632.2

0

200

400

600

800

令和７年

（2025）

令和22年

（2040）

令和42年

（2060）

認知症（高齢者数） MCI（高齢者数）

主な課題

 「がん」については、死因の第１位で、
人口当たりの死亡率が上昇している。

 高齢者数の増加に伴い、認知症および
MCIの高齢者数が増えていく。

 更年期症状を自覚し始めてから
３か月以内程度で医療機関を受診した人
の割合は、40歳代・50歳代で約１割。

厚生労働省

経済産業省

文部科学省

こども家庭庁 総務省

• 栄養・食生活を含む健康リテラシーの向上。
• 地域住民の健康増進に資する薬局機能及び薬剤師の果たす役割の強化。
• 学齢期の健康診断の在り方の見直し。
• 予防接種、ＨＩＶや性感染症の予防、下水サーベイランス等の感染症対策。
• がん検診や精密検査の受診率向上。
• 循環器病・糖尿病を含む生活習慣病等の予防。
• いわゆる国民皆歯科健診の具体化、口腔と全身の健康の関係に基づく
歯科疾患対策・口腔健康管理。

• 認知症の早期診断・早期対応。

• 予防・医療・介護を通じた切れ目のないリハビリテーション。
• ＰＨＲの利活用と情報連携。
• 更年期世代の女性への医療の推進や女性の健康総合センターの機能強化。※
• 「プレコンセプションケア推進５か年計画」の工程表の策定と実行。※
• 企業と保険者のコラボヘルス、睡眠対策を含む健康経営の推進等、
予防・健康づくりを支えるヘルスケア産業の育成。※

※攻めの予防医療に向けた性差に由来するヘルスケアに関する副大臣等会議の論点整理
（令和８年５月25日）を踏まえて取組を推進する。

出典：令和6（2024）年人口動態統計（確定） 出典：更年期症状・障害に関する意識調査（厚生労働省）出典：「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」（令和５

年度老人保健事業推進費等補助金 九州大学 二宮利治教授）より厚生労働省にて作成
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
の
診

療
報
酬
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
緊
急
要
望
書

～
日
本
病
院
団
体
協
議
会
～

　
日
本
病
院
団
体
協
議
会
（
日
病
協
）
は
７
月
30
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
治
療
薬
の
診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
」
を
厚
労
省
へ
提

出
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療
報
酬
上
の
特
例
措
置
が
５

月
末
で
終
了
し
、
そ
れ
に
伴
い
治
療
薬
が
地
域
包
括
医
療
病
棟
・
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
・
精
神
科
救
急
急
性
期
医
療
入
院
料
・
精
神
療
養
病
棟
入
院
料
・
認
知
症
治

療
病
棟
入
院
料
な
ど
の
特
定
入
院
料
の
包
括
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
医
療
現
場
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
包
括
払
い
病
棟
に
お
け
る
高
額
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬
の
「
出
来
高
算
定
（
包
括
範
囲
外
）」
へ
の
見
直
し
を

要
望
し
て
い
る
。
要
望
書
は
以
下
の
と
お
り
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
治
療
薬
の
診
療
報
酬
上
の

取
扱
い
に
関
す
る
緊
急
要
望

書　
　
令
和
８
年
７
月
30
日

療
報
酬
改
定
に
よ
る
恒
常
的

な
感
染
症
対
応
へ
の
見
直
し

を
踏
ま
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診
療

報
酬
上
の
取
扱
い
等
に
つ
い

　
　
日
本
病
院
団
体
協
議
会

　
２
０
２
６
年
５
月
28
日
付

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

事
務
連
絡「『
令
和
６
年
度
診

て
』
等
の
廃
止
に
つ
い
て
」

に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
診
療

報
酬
上
の
特
例
措
置
が
完
全

に
終
了
し
、
通
常
の
診
療
報

酬
体
系
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見

直
し
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
が

地
域
包
括
医
療
病
棟
や
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
、
な
ら
び
に

精
神
科
救
急
急
性
期
医
療
入

院
料
や
精
神
療
養
病
棟
入
院

料
及
び
認
知
症
治
療
病
棟
入

院
料
な
ど
の
特
定
入
院
料

（
一
部
包
括
評
価
）
の
包
括

対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
、
医

療
現
場
、
と
り
わ
け
高
齢
者

の
救
急
や
在
宅
復
帰
、
さ
ら

に
は
身
体
合
併
症
を
有
す
る

精
神
救
急
を
担
う
病
棟
に
お

い
て
、
深
刻
な
影
響
が
生
じ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
現
在
も
流
行
を
繰
り
返

し
て
お
り
、
特
に
基
礎
疾
患

を
有
す
る
高
齢
者
や
重
症
患

者
で
は
、
依
然
と
し
て
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
疾
患
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
病
棟
で
院
内
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場

合
、
医
療
機
関
は
患
者
の
命

を
守
る
た
め
、
医
学
的
適
応

に
基
づ
き
高
額
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

（
患
者
１
人
あ
た
り
数
万
円

～
10
万
円
程
度
）
を
多
数
名

に
投
与
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
現
在
制
度
で
は
、
こ
れ

ら
の
高
額
薬
剤
費
が
す
べ
て

包
括
対
象
と
な
る
た
め
、
必

要
な
治
療
を
行
う
ほ
ど
医
療

機
関
の
負
担
が
増
大
し
、
病

院
経
営
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
医
療
機
関
が
患
者
の
生
命

を
守
る
た
め
適
切
な
医
療
を

提
供
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
経

営
負
担
が
増
加
す
る
と
い
う

現
状
を
放
置
す
る
こ
と
は
、

地
域
の
救
急
・
入
院
医
療
提

供
体
制
の
維
持
を
困
難
に
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者

や
重
症
患
者
に
対
す
る
適
切

な
治
療
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
救
急
・
入
院
医

療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
た

め
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て

緊
急
に
改
善
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

１
．
要
望
事
項

　
包
括
払
い
病
棟
に
お
け
る

高
額
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
治
療
薬
の
「
出
来
高
算
定

（
包
括
範
囲
外
）」へ
の
見
直

し　
薬
剤
料
が
包
括
評
価
の
対

象
と
な
る
入
院
料
を
算
定
す

る
病
棟
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
診
療
の
手
引
き
」

等
で
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
患
者
に
対
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
（
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
、

ラ
ゲ
ブ
リ
オ
、
ゾ
コ
ー
バ

等
）
を
投
与
し
た
場
合
に
限

り
、
当
該
薬
剤
料
を
包
括
評

価
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
出

来
高
に
よ
り
算
定
で
き
る
よ

う
見
直
す
こ
と
。

　
※
対
象
と
な
る
入
院
料
は

別
紙

の
と
お
り

別 紙

薬剤料が包括評価の対象となる入院料（対象となる包括払い病棟・入院料）

本要望における「薬剤料が包括評価の対象となる入院料」とは、以下の入院料

等をいう。

１．対象となる入院料

・地域包括医療病棟入院料

・地域包括ケア病棟入院料

・回復期リハビリテーション病棟入院料

・療養病棟入院基本料

・障害者施設等入院基本料（注 5 に規定する特定入院基本料又は注 6 に規定

する点数を算定する場合に限る）

・有床診療所療養病床入院基本料

・特定機能病院リハビリテーション病棟入院料

・特定一般病棟入院料

・地域移行機能強化病棟入院料

・特殊疾患病棟入院料

・特殊疾患入院医療管理料

・小児入院医療管理料

・緩和ケア病棟入院料

・精神科救急急性期医療入院料

・精神科急性期治療病棟入院料（急性期病院精神病棟入院料を含む）

・精神科救急・合併症入院料

・児童・思春期精神科入院医療管理料

・精神療養病棟入院料

・認知症治療病棟入院料

２．その他

上記のほか、新型コロナウイルス感染症に対する抗ウイルス薬の薬剤料が所

定点数に包括される入院料を含む。

２
．
要
望
の
背
景
・
理
由

（
１
）
包
括
評
価
に
よ
る
負

担
が
特
定
の
病
棟
機
能
に
偏

在　
地
域
包
括
医
療
病
棟
や
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
、
精
神
科

に
関
わ
る
特
定
入
院
料
を
担

う
病
棟
等
は
、
高
齢
の
救
急

患
者
や
施
設
・
在
宅
か
ら
の

受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
認
知

症
等
の
精
神
症
状
を
合
併
し

た
身
体
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

患
者
の
治
療
を
担
う
と
い
う

性
質
上
、
入
院
患
者
の
多
く

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク
因
子

（
高
齢
、
多
疾
患
併
存
、
基

礎
疾
患
等
）
を
有
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
を
投
与
す
る
必
要
性
が

急
性
期
一
般
病
棟
以
上
に
高

く
、
包
括
評
価
に
よ
る
経
営

的
負
担
が
こ
れ
ら
の
病
棟
機

能
に
偏
在
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
医
療
機
関
の
自
助
努

力
の
限
界

　
各
医
療
機
関
で
は
、
日
本

感
染
症
学
会
等
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
適
正
使
用
基

準
の
策
定
や
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
徹
底
な
ど
、
最
大
限
の
感

染
防
止
対
策
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
一
般

社
会
で
は
病
原
性
が
低
下
し

つ
つ
あ
る
一
方
で
感
染
力
は

依
然
と
し
て
高
く
、
高
齢
者

病
棟
等
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困

難
で
す
。
ひ
と
た
び
発
生
し

た
場
合
の
数
百
万
円
規
模
の

薬
剤
費
負
担
は
、
物
価
高
騰

や
賃
上
げ
へ
の
対
応
に
苦
慮

す
る
病
院
経
営
に
極
め
て
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

（
３
）
国
民
へ
の
医
療
提
供

へ
の
影
響

　
現
状
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
、
経
営
上
の
制
約
か
ら
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
発
熱
患

者
や
高
齢
者
施
設
入
所
者
の

受
け
入
れ
、
さ
ら
に
は
救
急

搬
送
へ
の
対
応
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
国
民
が
必
要
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
救
急
・
入

院
医
療
提
供
体
制
や
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に

も
支
障
を
来
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
以
上
、
地
域
医

療
の
最
前
線
で
高
齢
者
を
は

じ
め
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い

患
者
を
守
り
続
け
る
医
療
機

関
が
、
安
心
し
て
適
切
な
診

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
特

段
の
ご
配
慮
と
迅
速
な
対
応

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第 37 回「看護管理セミナー」のお知らせ

全国公私病院連盟は「第 37 回 看護管理セミナー」を開催します。

どうぞご参加ください。

１．期 日 ： 令和８年１０月２８日（水）

２．会 場 ： 東京都看護協会 301 研修室（東京都新宿区西新宿）

３．参加費 ： 会員病院（１名につき） 16,500 円（税込）

： 会 員 外（１名につき） 19,800 円（税込）

４．定 員 ： ７０名（先着順）

５．講演テーマと講師 ：

10:10～

11:30

診療報酬改定に認められた認定看護管理者の役割

講師 秋山智弥 氏 （公益社団法人日本看護協会 会長）

昼食休憩（11:30～12:30）

12:30～

13:30

〝施設基準〟の理解と看護管理への活用法

講師 川手敬子 氏 （飯田市立病院 医事課 入院係長）

13:45～

14:45

看護業務の質と効率性のマネジメント

講師 今枝加与 氏 （JA 愛知厚生連 江南厚生病院 看護部長）

15:00～

16:00

看護管理者の役割（実践）

講師 樋口幸子 氏 （社会福祉法人恩賜財団済生会 済生会本部看護室長）

◆ 参加の申込方法や注意事項などは、全国公私病院連盟のホームペ

ージ https://www.byo-ren.com/ をご覧ください。

----------------------------------------------------------

問合先 一般社団法人 全国公私病院連盟

TEL：03-6284-7180  Mali : seminar@byo-ren.com

経営を安定させ地域連携を総合的に
進めていく上での認定看護管理者の役割

～ 看護業務の質をいかにマネジメントするか ～

全国公私病院連盟から新刊のご案内

病院経営実態調査報告

病院経営分析調査報告

病院概況調査報告書

【問合先】一般社団法人 全国公私病院連盟

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7 食品衛生センター7 階 TEL：03-6284-7180

定価 12,000 円＋税

Ａ4 版 785 ページ

定価 16,000 円＋税

Ａ4 版 742 ページ

定価 18,000 円＋税

Ａ4 版 631 ページ

令和 7年

６月調査

令和 7年

６月調査

令和 7年

６月調査
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全国公私病院連盟の会員病院向け保険制度のご案内

「ハラスメント」 「雇用問題」に対する備えは万全ですか？

雇用上の差別・各種ハラスメント・不当解雇等、雇用慣行に関連

する賠償請求のケースは多岐に渡ります。

また、雇用慣行賠償リスクはマネジメントレベルの管理では防ぎき

れない性質が強く、有事の際の費用や、対応体制の構築も同時

にご検討されることをおすすめします。

労働災害補償制度とは別に、民法上の責任が発生した

場合の高額補償に備えませんか？

労働災害に認定された場合であって、その災害について事業主

の過失をめぐって争われるような場合は、民法上の損害賠償責

任が問題となるケースが増えています。

保険期間：2026 年 11 月 1 日～2027 年 11 月 1 日

※いつからでも中途加入が可能です。

★ 保険の詳しい内容は、パンフレットを「全国公私病院連盟
ホームページ（https://www.byo-ren.com）」の
「保険のご案内」に掲載しておりますのでご欄ください。
右記のＱＲコードからのアクセスも可能です。

承認番号:SJI26-12244 承認日:2026 年 8 月 19 日

損害保険ジャパン 株式会社

〒160-8338 東京都新宿区西新宿 1-26-1

TEL 050-3808-0421 (自動音声が流れます。)

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

< お 問 合 せ 先 >

取扱代理店 引受保険会社

株式会社 公私病連共済会

〒111-0042 東京都台東区寿 4-15-7

食品衛生センター7階

TEL 03-5830-6193 E-MAIL info@koushi-k.jp

受付時間：平日の午前 9時から午後 5時まで

第 34 回「医療事故防止セミナー」のお知らせ

全国公私病院連盟は「第34回 医療事故防止セミナー」を開催します。

どうぞご参加ください。

１．期 日 ： 令和８年１１月６日（金）

２．会 場 ： 食品衛生センター6 階「講堂」（東京都台東区寿 4 丁目）

３．参加費 ： 会員病院（１名につき） 13,200 円（税込）

： 会 員 外（１名につき） 15,400 円（税込）

４．定 員 ： ６０名（先着順）

５．講演テーマと講師 ：

10:10～

11:30

（80 分）

医療安全のグローバル・スタンダードと

講師 小松康宏 先生
東京女子医科大学

医療安全学講座 主任教授

昼食休憩（11:30～12:30）

12:30～

14:30

（120 分）

チーム医療とは何ですか？ 何ができると良いですか？

講師 種田憲一郎 先生
国立保健医療科学院

医療・福祉サービス研究部 上席主任研究官

14:45～

16:05

（80 分）

医療現場の暴言・暴力・迷惑行為への組織的対応

講師 桑原博道 先生 仁邦法律事務所 弁護士

◆ 参加の申込方法や注意事項などは、全国公私病院連盟のホームペ

ージ https://www.byo-ren.com/ をご覧ください。

----------------------------------------------------------

お問合先 一般社団法人 全国公私病院連盟

TEL：03-6284-7180  Mali : seminar@byo-ren.com

病院パフォーマンスの向上

～患者安全を高める TeamSTEPPS®の戦略的実践～

　
全
国
公
私
病
院
連
盟
は
第
36
回
「
国
民
の
健
康

会
議
」
を
10
月
２
日
（
金
）
に
日
本
教
育
会
館
「
一

ツ
橋
ホ
ー
ル
」（
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
）
で
開

催
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「『
一
病
息
災
』の

時
代
を
生
き
る
～
そ
の
時
・
そ
の
後
」
で
す
。
入

場
は
無
料
で
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

『
一
病
息
災
』の
時
代
を
生
き
る

～ 

そ
の
時
・
そ
の
後 

～
　
を
テ
ー
マ
に

全国公私病院連盟
第36回「国民の健康会議」開催へ第36回「国民の健康会議」開催へ

どどななたたででもも参参加加ででききまますす。。入入場場無無料料でですす。。どどううぞぞごご参参加加くくだだささいい。。  

  

 

日日時時  ：：  令令和和８８年年  11110000 月月    ２２２２  日日（（金金））  

        午午後後１１時時～～５５時時（（受受付付開開始始 1122 時時～～））  

 

会会場場  ：：  日本教育会館「一ツ橋ホール」  

        （（東東京京都都千千代代田田区区一一ツツ橋橋 22--66--22））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

公益社団法人 全国自治体病院協議会・全国公立病院連盟・全国厚生農業協同組合連合会・ 

日本赤十字社病院長連盟・全国済生会病院長会・一般社団法人 岡山県病院協会・ 

日本私立病院協会・一般社団法人 日本公的病院精神科協会 

全国公私病院連盟 加盟８団体 

田田中中菊菊雄雄ささんん（（講講演演  1133::0055--1133::5500））  

がんを克服し 71 歳でエージシュートを達成。その後も

記録を伸ばし続けエージシュート 1,800 回超を成し遂

げた、昭和 10 年生まれの日本アマチュアゴルフ界の至

宝です。 

富富司司純純子子ささんん（（対対談談  1155::4400--1166::4400））  

1963 年に映画デビュー。「緋牡丹博徒」シリーズで脚光

を浴びる。1972 年結婚を機に引退するも､1983 年に女優

復帰。1989 年に富司純子と改名し映画､ドラマ､舞台な

ど､幅広い分野で活躍。2007 年紫綬褒章、2016 年旭日小

授章を受章。 

萬萬田田緑緑平平ささんん（（講講演演  1144::0000--1155::3300））  

1964 年生まれの在宅ケア医。群馬県で萬田診療所を開

き自宅で最期を迎えたいと願う人たちに寄り添いなが

ら、その人らしい時間を大切にする看取りを続けていま

す。穏やかな最期を支えるための発信をするとともに、

著書には「棺桶まで歩こう」などがあります。 

『『『『

一一一一
病病
息息
災災

病病
息息
災災

    

』』』』

のののの
時時
代代
時時
代代
をををを
生生生生
きき
るる
きき
るる    

～～～～    

そそ
のの
そそ
のの
時時時時    

／／    

そそ
のの
そそ
のの
後後後後    

～～～～    
 

第第    

回回
「「
国国
民民
のの
健健
康康
会会
議議
」」（（
講講
演演
会会
））
のの
おお
知知
らら
せせ  
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全
国
公
私
病
院
連
盟
は
平

成
元
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
る
「
国
民
の
健
康
会
議
」

を
10
月
２
日
（
金
）
に
日
本

教
育
会
館
「
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
」（
東
京
都
千
代
田
区
一

ツ
橋
）
で
開
催
し
ま
す
。
迎

え
て
36
回
目
と
な
る
今
年
の

テ
ー
マ
は
「『
一
病
息
災
』
の

時
代
を
生
き
る
～
そ
の
時
・

そ
の
後
～
」
で
す
。
入
場
は

無
料
で
す
の
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
全
国
公
私
病
院
連

盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
参

加
の
お
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
ご
出
演
い
た
だ
く
３

名
の
方
の
概
略
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
大
勢
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
◆
出
演
者
◆
　
　
　

田
中
菊
雄
さ
ん

（
講
演
13
：
05
︱
13
：
50
）

　
が
ん
を
克
服
し
71
歳
で
エ

ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
。
そ

の
後
も
記
録
を
伸
ば
し
続
け

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
１
８
０
０

回
超
を
成
し
遂
げ
た
昭
和
10

年
生
ま
れ
の
日
本
ア
マ
チ
ュ

ア
ゴ
ル
フ
界
の
至
宝
で
す
。

萬
田
緑
平
さ
ん

（
講
演
14
：
00
︱
15
：
30
）

　
１
９
６
４
年
生
ま
れ
の
在

宅
ケ
ア
医
。
群
馬
県
で
萬
田

診
療
所
を
開
き
自
宅
で
最
期

を
迎
え
た
い
と
願
う
人
た
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
，
そ
の

人
ら
し
い
時
間
を
大
切
に
す

る
看
取
り
を
続
け
て
い
ま

す
。

富
司
純
子
さ
ん

（
対
談
15
：
40
︱
16
：
40
）

　
１
９
６
３
年
映
画
デ
ビ
ュ

ー
。
結
婚
を
機
に
引
退
す
る

も
１
９
８
９
年
富
司
純
子
と

改
名
し
映
画
・
ド
ラ
マ
・
舞

台
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
７

年
紫
綬
褒
章
、
２
０
１
６
年

旭
日
小
授
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。


